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地域おこし協力隊通信
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協⼒隊卒業協⼒隊卒業

取材・編集�初⽥�登

樋⼝雅紀樋⼝雅紀 さんさん

{元協⼒隊員になりました}

2024年8月で地域おこし協力隊を卒業となりました。
今、振り返ってみると、この3年間はあっという間に過ぎ
てしまったように感じます。横浜という海から丹波山村
の山に移ってきて環境が全く違う中でも村の皆さんの優
しさが本当に身に沁みながら過ごせました。

2024年8月で地域おこし協力隊を卒業となりました。
今、振り返ってみると、この3年間はあっという間に過ぎ
てしまったように感じます。横浜という海から丹波山村
の山に移ってきて環境が全く違う中でも村の皆さんの優
しさが本当に身に沁みながら過ごせました。

この村に来て一番辛かったのは花粉です。山に囲まれ、春
にはスギ花粉があり得ないほど飛び、ヤクルト1000を飲
み続けたにも関わらず、この過酷な環境には勝てませんで
した。それも飲み過ぎの影響で脂肪肝になっているせいか
もしれませんが（笑）

卒業後も丹波山村での活動を中心に過ごしていきます。春
は都会でJavaのIT講師を続け、夏から冬は丹波山村内の各
事業所で働かせて頂きます。
２拠点生活を通しながら、丹波山村との関わりを続けなが
ら過ごしていきますので、どうぞこれからもよろしくお願
いいたします。本当に皆さんには感謝の気持ちでいっぱい
です。ありがとうございました。

村⺠の皆様にご挨拶
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